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【開催日】 令和４年２月２１日 

【開催場所】 第１委員会室 

【開会・散会時間】 午後２時３５分～午後２時４２分 

【出席委員】 

委員長 藤 岡 修 美 副委員長 中 岡 英 二 

委員 恒 松 恵 子 委員 中 島 好 人 

委員 中 村 博 行 委員 森 山 喜 久 

委員 矢 田 松 夫   
 

【欠席委員】 なし 

【委員外出席議員等】 なし 

【執行部出席者】 なし 

【事務局出席者】 

事務局長 尾 山 邦 彦 庶務調査係書記 岡 田 靖 仁 
 

【審査内容】 

１ 請願第１号 鉱害被害者救済に関する意見書の提出を求める請願書について 

２ シルバー人材センターに対する支援（インボイス制度の取扱い）について

意見書の提出を求める陳情書に係る参考人招致について 

 

午後２時３５分 開会 

 

藤岡修美委員長 ただいまから、産業建設常任委員会を開催いたします。本日

の審査に入る前に申し上げます。令和４年１月３１日の産業建設常任委

員会において、総務文教常任委員会からの連合審査の申入れについて議

論しました。本来であれば連合審査の目的、必要性、当該連合審査の詳

細などを委員の皆様に説明すべきであり、その後に当該連合審査の受入

れを議論するべきでした。委員会中に連合審査の目的、必要性、当該連

合審査の詳細などを十分に説明できなかったことにつきまして、大変申

し訳なく思っています。特に矢田委員、中島委員からは連合審査の目的

について何度も質問いただいたにもかかわらず、委員長として適切に答



 2 

弁できず、大変御迷惑をお掛けしました。また、森山委員から休憩の提

案があった際に議会事務局職員から円滑な委員会運営のための助言を受

けざるを得ない状況となってしまいました。この助言内容についても、

本来であれば私が発言すべき立場であったことを認識し、反省しており

ます。今後は適切な委員会運営を行うよう心掛けます。申し訳ございま

せんでした。それでは、本日の審査日程についてはお手元に配布してあ

りますとおり進めてまいります。まず、審査番号１番、請願第１号鉱害

被害者救済に関する意見書の提出を求める請願書についてです。紹介議

員及び請願者を参考人として本委員会にお呼びすることについてお諮り

します。まず、紹介議員である福田勝政議員及び宮本政志議員を本委員

会にお呼びし、意見を求めたいと思いますが、よろしいですか。（「異

議なし」と呼ぶ者あり）異議がありませんでしたので、そのように決定

しました。続いて、請願者である伊藤幸治氏を参考人として本委員会に

お呼びし、意見を求めたいと思いますが、よろしいですか。（「異議な

し」と呼ぶ者あり）異議がありませんでしたので、そのように決定しま

した。では、紹介議員及び参考人を本委員会にお呼びする日時について

は、２月２８日午後１時からとしたいと思いますが、よろしいでしょう

か。（「異議なし」と呼ぶ者あり）異議がありませんでしたので、その

ように決定しました。続いて、同じく請願第１号について、委員会とし

て現地に行って調査したいと思いますが、よろしいでしょうか。（「異

議なし」と呼ぶ者あり）異議がありませんでしたので、そのように決定

しました。現地調査を行う日時については、２月２５日午後２時からと

したいと思いますが、よろしいでしょうか。（「異議なし」と呼ぶ者あ

り）異議がありませんでしたので、そのように決定しました。次に審査

番号２番、シルバー人材センターに対する支援（インボイス制度の取扱

い）について意見書の提出を求める陳情書についてです。陳情者を参考

人として本委員会にお呼びすることについてお諮りします。陳情者であ

る公益社団法人山陽小野田市シルバー人材センター理事長の藤本賢揮氏

及び同事務局長の藤村安彦氏を参考人として本委員会にお呼びし、意見

を求めたいと思いますが、よろしいですか。（「異議なし」と呼ぶ者あ
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り）異議がありませんでしたので、そのように決定しました。では、参

考人を本委員会にお呼びする日時については、２月２８日午後１時３０

分からとしたいと思いますが、よろしいでしょうか。（「異議なし」と

呼ぶ者あり）異議がありませんでしたので、そのように決定しました。

以上で産業建設常任委員会を終わります。お疲れ様でした。 

 

午後２時４２分 散会 

 

令和４年（2022 年）２月２１日 

              

産業建設常任委員長 藤 岡 修 美 


